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変革の今こそ、校長の力を発揮するとき

福井芸農学苦言敏弘　ヾ

「グラウンドでは体育の授業。強い日差しの中、3名

の先生がストップウオッチを両手に80m走のタイムを

計っている。それぞれの次の授業は、算数と理科、国語

である。週あたりの授業は25・26時間で、ほとんどな

い空き時間、休み時間は教室で宿題のチェックとおたよ

り帳への返事書き。給食指導をしながらどうにか昼食を

終える。下校を見送ってから、やっと学年の教員がそろ

っての職員室ではじめての休憩。そしてすぐに明日に向

けての学年での打合せ。月に何日かはケース会議や保護

者との面談、職員間の会議が行われ、あっという間に勤

務時間が過ぎてしまう。」・・・。これは、小学校の先生の
一目です。私は小学校の先生の働く姿を見て、子どもと

ともに動き回ることのできるタフさとフットワークのす

ぼらしさにいつも感心しています。

さて、新学習指導要領の告示を受けて、移行措置の実

施、道徳と英語の教科化、対話的で社会に開かれた教育

課種等。小学校にとっては、新たな教科が導入され授業

時数が増えるなどの大きな変革の時期を迎えています。

とりわけ英語の1時間をどう生み出すのかは、各学校で

の大きな課題の一つとなっています。一方、教員の長時

間労働解消に向けた負担軽減策について中教審でも審議

が始まり、文科省ではその答申を受けて年内にも教員の

働き方改革の緊急対策をまとめる予定です。学校現場で

は、これまでの業務に加え、新学習指導要領への対応の

ための時間が必要な時期に、長時間労働解消というやや

もすると相反する対応が求められています。勤務時間を

超えても児童一人一人にしっかりと向き合い、よさを伸

ばそうとする熱意と使命感に燃えた福井県の教職員のす

ぼらしさを失うことなく、どう時間外勤務を削減してい

くか。このような変革の今こそ、校長の力が求められて

います。

昨年度の県小学校長会調査研究報告書によりますと、

校長が今後重視していかねばならないこととして「教員

の授業力向上」「学校の組織的運営」「教員の多忙化解消

への校務改善」が課題の上位に挙げられています。私は、

それらの課題解決の根底には「よい職場づくり」がある

と思っています。なぜなら、教職員にとって働きがいの

ある学校が、気持ちのよい充実した職場環境となって優

れた教師を生み、児童と教師のよい関係の中でのすぼら

しい教育とつながっていくからです。

結びになりますが、福井県小学校長会191名が校長と

しての力を十分に発揮し、すぼらしい学校づくりに寄与

されることを期待しますとともに、本含報105号の発行

に対しまして、ご指導とご協力いただきました関係各位

並びにご尽力いただきました編集広報委員会の皆様に心

から感謝申し上げ、挨拶といたします。
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平成29年度

福井県小学校長会活動

福井県小学校長会は、結成以来、本県の小学校教育の

充実・発展のため、真撃に研究と実践を積み重ねるとと

もに教育諸条件の整備・充実に努め、多大な成果をあげ

てきている。

今日、知識基盤社会への新たな進展やグローバル化の

進行、技術革新や急激に進む少子高齢化等により社会が

加速度的に変化し、子どもたちの成長を支える教育の在

り方も新たな事態に直面している。このような中、小学

校教育においても、一人一人の子どもたちに、自立した

人間として他者と協働しながら価値の創造に挑み、未来

を切り開いていく力の育成が求められている。

本県では、「ふるさと福井への誇りと愛着を持ち、自

ら学び考え行動する力を育む」ことを基本理念とする「福

井県教育振興基本計画」をもとに、「福井型18年教育」

「ていねいな教育」「きたえる教育」により、子どもたち

に夢や希望を実現する「突破力」を身につけさせること

も求められている。また、3月に告示された新学習指導

要領では、「社会に開かれた教育課程」を目指すべき理

念として位置づけ、「主体的・対話的で深い学び」やカ

リキュラム・マネジメントをキーワードに、「何ができ

るようになるか」という新しい時代に必要となる「育成

すべき資質・能力」を明確にし、その資質・能力を育成

するために「何を学ぶか、どのように学ぶか」について

示されている。

こうした中にあって、学校は、新たな価値を創造し、

社会を生き抜く力を身につけた日本人の育成を目指すた

めに、確かな学力や豊かな心、健やかな体の調和を重視

する「生きる力」を育む教育を実現するため、学校組織

の活性化を図り、創意ある教育課種の編成・実施・評価・

改善に努めなければならない。さらに、グローバル化に

対応できる人材の育成を目指す英語教育の拡充・強化、

いじめ等問題行動の防止に向けた人権教育と道徳の教科

化、質の高い教育活動を実現するための教職員の資質能

力の向上、特別支援教育の充実、教師が子どもたちと向

き合う時間の確保など、対応すべき重要課題が山積して

いる。また、危機管理体制の見直し、安全指導の充実、

関係機関との連携を強化した防災教育の推進も喫緊の課

題となっている。

このような状況の中で、校長は、現状を深く認識し、

教育改革の動向を的確に把握しながら、リーダーシップ

を発揮し、学校組織の活性化を図り、教育成果をあげて

いかなければならない。私たちは、組織の総力をあげて

‾叩rW′i‾i〝’‾‾零細経書誓警・軍 　　　　　　； 

i 

＿！　　　　　　　、‾喜一　　　≡ 　　　　　　　　　　　　　　主 

言説 I l � �短 �∴∴ 高∴∴∴∴ 「 �� �� �ふ ��き さ さ i 日 日i ：全 日 i ：∴ 

一　言 � � �〇〇〇〇〇〇〇i〇〇〇〇〇〇〇〇〇0－ � � � � � � 

ヽ事∴∴∴∴想昧 � ��誠略説 � � 

濃＿言一・ ∴：三二∴÷ � � 
ヨ ヨ 

課題解決に努めるとともに、積極的に政策提言を進め、

もって県民・国民の信頼に応える必要がある。そのため

に、校長は自らの使命を自覚し、権限と責任のもとに、

未来社会に夢と希望をもち、たくましく生きる児童の育

成を志向して、活力ある学校づくりに努めなければなら

ない。

以上の方針をふまえ、本年度は次の活動を重点として

推進する。

【　　左正 �　」 �曾藍 �手“‡ �‾二二ヨ巾〕 �お墓 �重宝 

千∴学撮経営の売薬

校長自ら研鐙に励み、学校経営上の課題を明確にし、

経営方針を確立する。さらに、家庭・地域社会や異校

種間との連携を密にして、危機管理体制の一層の充実

により児童の安全確保を最優先に、創意ある教育活動

を展開し、生きる力の育成をめざす開かれた学校経営

の充実に努める。

2　研究活動の充実

新学習指導要領の内容を視野に入れ、研究主題「新

たな知を拓き　人間性豊かな社会を築く　日本人の育成

を目指す小学校教育の推進」に基づき「豊かな心と確

かな学力を身につけ夢と希望に向けて共に生きる子ど

もの育成」を副主題に研究に努め、その成果を学校経

営で具現化する。また、福井県小学校長教育研究二州

大会や東海・北陸地区連合小学校長会教育研究愛知大

会においてその成果を発表するとともに、全国連合小

学校長会教育研究佐賀大会に参加する。

3F生きる力』を育む剤憲ある教育課程の編成・菜施・

評価・改善

学習指導要領の趣旨を踏まえ、基礎的・基本的な

知識・技能の習得とその活用を通じて思考力・判断力・

表現力等を育成する。また、言語活動や体験活動の

充実により、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考

え行動する力を身につける教育を推進し、協働して

課題解決する力と確かな学力を育む授業改善に努め

るとともに、心の教育を一層推進して豊かな心を育



（3）第105号 福井県小学校長会　合報　　　　　　　　平成29年（2017年）9月1日

む道徳教育の充実・改善を図る。さらに、児童理解

を深め、いじめ・不登校などに関わる課題の解決の

ために、いじめ防止基本方針や校内組織の整備、教

育相談体制の充実を図ることや体力の向上など、健

やかな心身の育成を図り、一人一人の自己実現を目

指す教育を推進する。これらのことを重点に、心豊

かにたくましく生きる力の育成を目指す教育課程の

編成・実施・評価・改善に努める。

4　教職晶の資賛・能掬の繭韮

教職員に適切な指導助言を行い、学校内外の研修体

制の充実を図りながら、学級経営、教科指導、生徒指

導などの実践的指導力を高めるとともに、教職員人事

評価システムを活用して、教職員一人一人に専門職と

しての自信と誇りを育む。また、新採用教員が増加す

る時期をむかえ、より一層、若手教員の資質・能力の

向上を図ることに努める。

5∴教職員の定数や処遇の改善

子どもたちと向き合う時間の確保、質の高い教育活

動の実現に向けて、教育諸条件の整備や義務教育費国

庫負担制度の堅持および義務教育諸学校の教育職員の

人材確保に関する特別措置法の堅持を強く求めるとと

もに、これらの精神を十分尊重し、管理職を含む全て

の教職員の職責に相応する適正な処遇が得られるよ

う、要望活動の強化に努める。

これらの活動を推進するために、東海・北陸地区およ

び全国連合小学校長会との連携を一層密にして組織活動

の充実に努めるとともに、関係諸機関・団体とも連携し、

小学校教育に対する正しい世論の形成に寄与する。

【韮憩委員会齢苗動事項田

本年度の活動方針に基づき、本会の事業遂行のために

次の専門委員会および特別委員会を設置し、事業を推進

する。

（l）専門委員会

◇粟蔀行脚瞭対策委晶蓮

義務教育費国庫負担制度の堅持、教職員の定数

改善、少人数学級の拡大を目指す学級編制基準見

直しの促進、退職時の処遇の充実等のため対策・

要請活動を行う。
〈〉調査研究露親藩

今日の学校教育の課題や学校経営上の諸問題に
ついて調査研究し、対策に資する。

◇轍裔開講義損薫

研究主題を設定し、研究活動の推進および教育

研究大会の企画推進を行う。

◇編集鹿報蚕員会

「含報」を発行し、情報の提供、成果の報告等を

行う。

（2）特別委員会

必要に応じて設置する。
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平成29年度

専門委員会活動計画
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（要請活動。太対資料）

4月18日　〇第1回専門委員会

（第1回小学校人対委員会）

正・副委員長選出、活動方針・内容に

ついて協議、情報交換

5月 〇第1回小中合同入射役員会

正・副部会長の選出，役員選出

活動方針・活動計画の協議

県教委への「教育長と語る会」

実施日程の依頼

各郡市でアンケート等で課題、提言に

ついて集約・分析

6月29日　〇第1回小中合同人対委員会

7月　　　　〇第2回小学校人対委員会

アンケート等で課題、提言の集約・分

8月

8月16日

9月

10月

1月

祈、提言等の協議

O「県教育長と語る会」の事前打合せ

（話題、提言等について）

県教育長と語る会

O「語る会」についての報告

◎全道小人事対策研究協議会参加（委員長）

〇第3回小中合同人対役員会

全道小報告

次年度に向けての課題の協議

「 � �寒l � � � �▲一一＿－ 　∴∴∴∴ 一書‾較蔓葦・箪 � � � 

〔菜態調査・調査報告）（空運小調査）

4月18日　〇第1回専門委員会

正・副委員長選出

年間事業計画の作成

調査内容（項目）に関する希望調査方

5月

法の検討

○調査内容についての会員の希望調査

各都市ごとに希望調査の集計

全体の集計

5月23日　〇第2回専門委員会

調査研究項目・内容の決定

6月　　　　　調査用紙の配布と集計

8月23日　〇第3回専門委員会

調査賠果の分析と考察1

10月

10月

11月

⑥全道小調査研究協議会参加（委員長）

〇第4回推進委員会

原稿検討

調査結果の分析と考察2

0報告書の配布

馬廟　薬　膳　遣り

4月18日　〇第1回専門委員会

正・副委員長選出

年間事業計画案作成

委員会の業務の確認

連絡方法の確認

5月　　　　○東海北陸、全速小大会の参加者報告

6月　8日　〇第2回専門委員会

県小学校長教育研究二州大会について

束陸運小愛知大会について

全道小佐賀大会について

8月22日　　第69回県小学校長教育研究二州大会

敦賀市　プラザ万象・敦賀図書館

2月 〇第3回専門委員会

平成30年度南越大会について

平成30年度束陸、全国大会について

年度末反省

■　　　　　語 � � � � �－ �」〇一　　　　‾：●‾‾　‾‾ 

（禽　報　発　行）

4月18日　〇第1回専門委員会

（第1回編集広報委員会）

正・副委員長選出、活動方針

各都市原稿割当の確認・決定等

含報編集計画

5月　　　　O「含報」105号原稿依頼

6月30日　◎全道小広報担当者連絡会参加（委員長）

7月10日　○（一次校正）各都市で実施

7月21日　○一次校正締切

8月　　　　〇第1回編集企画会議

二次校正、編集作業

8月　　　　〇第2回編集広報委員会

9月　1日　O「含報」105号発行

O「含報」106号原稿依頼

12月　8日　○二次校正締切

1月　　　　〇第2回編集企画会議

二次校正、編集作業

2月 〇第3回編集広報委員会

「含報」106号発行
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福井市東藤島小学校長

山口　昌一

今日は、みなさんがよく知っている

「ドラえもん」を使ってお話しします。

「ドラえもん」は大変長く続いた漫画

で　テレビアニメにもなりました。漫

画は、始まってから45年経ちますし、　と点き一塁労連

テレビアニメになってからも40年です。その間ずっと

人気が続いています。さて、人気のある理由のひとつに、

ドラえもんが次々と出してくる不思議な力を持った「秘

密の道具」があります。いくつぐらいあるか知っていま

すか？実は約2000種類あります。何度も登場してみ

んながよく知っている物もありますが、1回しか登場し

ていなくてほとんど知られていない物もあります。

みなさんは「秘密の道具」の中で何が欲しいですか。

人気ランキング　　　こ高討つ軸空事；雪王寺王事

を調べてきまし　追

た。1位の「ど盛業三笠

こでもドア」は

予想通りだと思

います。　　　　実

美は、先生が毒

3∴もし売主卓立十㌢＿て

ち　　‾

欲しい「秘密の道具」は10位の「人生やりなおし機」

なんです。これは、どんな道具かというと、何か失敗し

たりできなかったりした時や、あの時こうすれば良かっ

たと思う時へ、記憶はそのままで戻れる道具です。その

時のことを覚えているのでもう失敗しませんね。先生も、

この道具があったらやり直したいと思うことがたくさん

あります。でも、「人生やりなおし機」は持っていません。

みなさんも今までに失敗したり、思い通りにいかなか

ったりして残念に思ったことは沢山ありますね。授業中

分からなかったり、テストで失敗したり、先生やお家の

人に叱られたり、友達とけんかしたり、スポ少の大会で

負けたり、いろいろあったでしょう。

これからもそんなことは必ずあります。みなさんはそ

んなときどうしますか。「人生やりなおし機」があれば

戻ってやり直せますが、まだ発明されていません。

そんなときは、大人も子どもも一緒です。大切なこと

は、失敗したりできなかったりしても諦めないというこ

とです。次は成功するように、できるようになるように、

上手くいくように、勝てるように、がんばることが大切

だと言うことです。それを「挽回（ぽんかい）する」と

いいます。「人生やりなおし機」が発明されるまでは、

何度失敗しても、できなくても、負けても、諦めずに「挽

回」する気持ちを持ち続けましょう。たとえ最後まで自

分の思うようにいかなくても、「挽回」の気持ちとその

努力がみなさんを成長させるのです。

当珪砂前
あわら市細呂木小学校長

川端　新治
今日は「当たり前」のお話です。

この学校でみんなが「当たり前」にやれていること、
一つあげなさいと言われたら何をとりあげますか。（児

童の挙手、指名、発言）

校長先生が自信をもって言えるのは、「挨拶」です。

君たちは挨拶への意識が高く、地域の人からもよくお褒

めの言葉をいただきます。学校でもしっかり取り組めて

いると思います。例えば、朝、下の駐車場の階段登り口

で校長先生と交わす「おはようございます」はもちろん

ですが、登校してきたおよそ百人の全校児童全員が、校

舎に入って一旦職員室入口のところまで行き、職員室の

先生方に向けて、一人一人順番に「おはようございます」

と挨拶していますね。帰りも同様に一人一人が職員室ま

で顔を出し「さようなら」と連呼する光景があります。

校長先生として、一日の始まりと終わりがこんなに気持

ち良い学校はありません。良き伝統が受け継がれている

と思います。「当たり前」にやれていることが素晴らし

いです。この職員室への全員挨拶は、みんなは何とも思

っていないだろうけど、校長先生にとっては学校外の人

に語れる一番の自慢です。

ところで、ここで校長先生の好きな言葉を皆さんに教

えましょう。『凡事徹底』（文字でスクリーンに映す）『ぽ

んじてってい』と読みます。「当たり前のことを当たり

前にやってのける」「なんでもない当たり前のことを徹

底して行う」ことです。「何か特別なことをやるのでは

なく、当たり前のことを徹底的にやり続けることで他と

の差ができ、大きな成果につながる」という意味が込め

られています。学校のいろいろな所で校長先生が目標と

している言葉です。君たちにも、この言葉を踏まえた取

組を期待しています。挨拶に関しては「当たり前」に行

ってきた運動が認められ、先日学校表彰を受けましたね。

校長先生も嬉しかったです。

当たり前のことをするのに特別な才能はいりません。

なぜなら、誰でもできることだからです。でも成果がで

るかでないかは、その当たり前を徹底してできるかでき

ないかの差なのです。

「なんでもない当たり前のこと」こそ実は重要なんで

す。「なんでもない当たり前」と思えることを徹底的に

やることが、結果として大きな成果をもたらします。

本気になってやりたい（実現したい）と思うことを何

か一つ探しましょう。見つけたら、その実現に必要な基

本を押さえることです。あとはそれを凡事徹底していく

覚悟を決めて取り組めばいいのです。そうすることが、

「夢が叶う」ことにつながる一番の道になります。皆さ

ん一人一人の頑張りを期待します。
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いろいろな見方・蓄え方の
できる子に

開
南越前町立湯尾小学校長

野村　哲夫
まずは、このひらがなをよく見ておい

てください。みなさんには、どのように

見えますか？

さて、これは金子みすずさんの「ふしぎ」という話す。

みんなが、そんなの当たり前のことだと見すごしている

ことでも、よく考えてみると不思議でたまらなという気

持ちを詩にしています。とてもいい詩で、前ら大好きな

詩の一つです。

なんでも当たり前のことと済ませていては、新しもの

は何も生まれてきません。ほんの少し見方や考えを変え

ることで「ふしぎ」が見つかることがあります。そして、

その「ふしぎ」を解決していく道筋で新しいものが生ま

れてきます。発見とか発明とかいったものはおおよそこ

の「ものの見方や考え方を変える」ことから始まってい

るようです。

これからの進歩や変化の激しい社会では、いろんな見

方や考え方のできる人が求められるようになります。

○こマ　れ 
○こマ 
○に 
○ 
○ 
が 
い 

る 

よ 

さて、「れ」の話ですが、

ひらがなの「れ」に決ま

っていますよね。でも、

ちょっと見方を変える

と、違うものに見えてき

ます。

この詩は、なんと3歳

の男の子の詩です。〇〇

〇〇〇には、どんな言葉

が入っていると思います

か？気づいた子もあるか

も知れませんが、実は「カ

ンガルー」です。この詩

を初めて読んだとき「あー、なるほど！」と、とても感

動しました。

友たちにしてもそうですよ。あの子はこういう子だと

決めつけてしまわず、いろんな角度から見つめてみると、

また一つ新しい良さが見えてくるにちがいありません。

轟んなで広げよう
「ハイ曳ッチ挨拶」

高浜町立青郷小学校長

山本　眞
玄関の桜が、満開に咲き誇る4月になりました。新入

生23名の皆さんを迎え、153名の児童数になりまし

た。　いよいよ、新しい一年が始まります。

今日、午前7時40分に児童玄関前に立ちました。皆

さんとハイタッチ挨拶をするためです。

「おはよう。」と声をかけたら、元気いっぱいの「おは

ようございます。」とと同時に「パン！」というとても

いい音のハイタッチが返ってきました。

今日のハイタッチの力強さに、皆さんのこの一年「が

んばろう」と思う気合いを感じました。

登校してくる皆さんの顔は、いつも以上に晴れ晴れと

意気揚々としています。どの子も、これから始まる新し

い学年への意欲が濃っています。

このハイタッチ挨拶は、大阪の金先生から学んだもの

です。日本一ハッピーを学校づくりをしたいと始められ

た取組です。

私も、青郷小学校を金先生の学校に負けず日本一ハッ

ピーな学校にしたいと願いマネさせてもらっています。

昨年、一年間続けて感じたことは、言葉の挨拶だけより

も皆さんとの心の距離が近づけたということです。

皆さんと授業などで触れ合う機会がない校長先生にと

っては、とても大切な行事です。ハイタッチの仕方で、

皆さんの元気度、延いては学校の元気度が分かります。

「パン！」といういい音を交わすことができたら最

高日何か大きな元気をもらった気がして、一日を気持

ちよく頑張れます。言葉だけでなく、体が触れ合うとい

うことは、お互いの大きな力になるのだと思います。

しかし、中には目も合わせず、挨拶を交わすことなく、

ハイタッチをしない子もいました。「どうしたのかな？」

と言葉をかけたくなります。

このハイタッチ

挨拶がみんなに広

がれば、友達の心

の状態に気づくこ

とができるように

なるのではをいか

と思います。「何

かあ　っ　たのか

な？」と声をかけ

営業γ‘瓢だ話三二高言募雪 　江請一“●1， 

・・、嶋ユ量，暮士、・・ 　　　一●．‾i T・’藍∴ノ雷．1． 

、童歯髄盤上∴一子 　l∴ す∴－1．°場出離 ー／′　一つに：－ 

L　il88－，1早＿ノ　　　　雪 

たり、励ましたりできると思います。こういう優しい気

遣いが居心地のいい学校をつくり、ハッピーな青郷小学

校をつくるのです。ハッピーな学校をつくっていくのは、

みんな一人一人です。ハイタッチ挨拶をみんなで行いま

しょう。元気のないときは、校長先生のハイタッチで元

気を受け止め、自分の元気にかえてください。
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つづはる努力　ががや楽荒蕪
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福井市越廼小学校長　菅野　博

表題は、福井市越廼小学校で非認知能力を育むための

本年度のスローガンです。着任早々、全校児童35名と

教職員10名の各々に、1年間毎日継続して実行してい

く「目標」を決めてもらい、心を合わせて取り組んでい

くことをお願いしました。目標を達成していくための「忍

耐力」「自己抑制」「目標への情熱」、他者と協力するた

めの「社会性」「敬意」「思いやり」、情動を抑制するた

めの「自尊心」「楽観性」「自信」などは、いずれも人と

して大切な姿勢や力です。これらの非認知能力は点数で

計ることはできませんが、学歴や仕事など将来の成功の

支えとなるもので、人生の土台となるものです。自分の

得意なことで更に高い目標を定めて達成したり、逆に苦

手なことに積極的に取り組み、少しずつでもできるよう

になったりする体験を積ませていくことが大事です。

将来が見通しづらい時代。私たち教師は、子どもたち

が自分の人生や生き方について主体的に考えていける

「学びのパートナー」となることです。教えることには

限界がありますが、学ぶことには限界がないからです。

子どもたちを取り巻く現在の状況と、将来の変化を見通

しながら、自分自身の持つ様々な可能性に気付かせ、「自

分のできること」を引き出し、さらなる成長を促す場と

機会を提供できる学校でありたいと思っています。

真撃な態度
福井市下宇坂小学校長　五十嵐　隆美

園児を含め71名の小規模校ですが、自然に恵まれた

環境と北欧風の校舎で学ぶ子どもたちは、素直で明るく

素敵な挨拶をしてくれます。毎朝、校門で一礼、「校長

先生おはようございます。」この二言挨拶が下手坂幼小

学校の学校文化です。

さて、校長となり4月は校長会の仕事に追われる毎日

でした。5月に入ってようやく仕事も一段落し、再度「校

長の仕事・リーダーシップ」とは何かといったことを考

えました。

校長の一番の仕事は、月並みですが「子どもが安心し

て笑顔で楽しく通える学校」を創りあげること、何度考

えてもここに落ち着きます。そのためには、授業で勝負

し常に学び続ける教師を育成し、協働体制を構築してい

くことが必要不可欠です。教師集団も学級集団と同じで、
いろいろな強みや弱みを持った者の集まりです。そこで、

校長には、一人一人を認め組織の中で生かしマネジメン

トしていくことが求められると思います。

校長の真筆な態度が教職員を動かし、学校に関わるす
べての保護者や地域の方を刺激し、子どもがたくましく

成長していくと信じています。今後も初心を忘れずに学

校運営に邁進していきます。

新羅棟轟にでき裔ことは
勝山市立平泉寺小学校長　山口　きみ子

新採用から4年目で勝山市へ嫁ぎ、最初に赴任した学

校が平泉寺小学校でした。平泉寺小での7年間の勤務の

中で、実家の両親を相次いで亡くし、2人の子どもを授

かり育児休業をいただくと、実質は5年弱の勤務でしか

なく、たくさんご迷惑をおかけしました。ですから今年

度、平泉寺小学校長を拝命し、少しでもご恩返しができ

ればと願っています。ところが実際は、当時の子どもた

ちが保護者になっていたり、《当時の保護者が地域の応援

団として学校を色々助けてくださったりして、お世話に

なってばかりです。学校の草取りや伝統行事の「フキ採

り」、マラソン大会のボランティアなどには、家庭実数

が28であるにも関わらず、たくさんの方がご協力くだ

さいました。

このすぼらしい地域環境の中で、子どもたちの学校生

活をより豊かな実りあるものにするために校長がすべき

ことは何なのか、校長のリーダーシップとは何なのか、

わからないまま毎日が過ぎていっています。職員室にず

っと居て、教職員のみなさんと距離が近かった教頭時代

とは、明らかに違う立場であることをひしひしと感じる

今日この頃。新米校長にできることは、笑顔で子どもた

ちや教職員、地域の皆さんと接し、よいところを見つけ

て伝え感謝することであると、毎日をすごしています。

元気のある学校づ曇り
…　…　　＝　e e e∴∴e e　　⊃　　0　0　0　　0　　0　0　　0　　〇　〇　〇　〇　　〇　〇　〇　〇　　〇∴ぜ）　くる∴0　0　0　　●　e　●　　0　0　0　　0

坂井市立鳴鹿小学校長　経石　了賢

私の場合は、本校で3年間を教頭としての仕事を経験

してきているので、子どもたちや地域のことは分かって

いたために、大変にありがたかった。

子どもたちと先生方が、毎日学校へ来るのが楽しみで

あると思える魅力ある学校づくりを目指していきたい。

学校へ来てくれるのが当たり前ではない。学校へ行きた

いと思うような笑顔あふれる学校である。

例えば子どもにとって勉強が分かり、できるようにな

ったということは、何よりの楽しみである。それが究極

的に、学校が果たす役割であると考える。

そのためには、先生が子どもの頑張っていることを探

し、認め、褒め、励ますことが大きな意欲づ骨と教育的

効果をもたらす。同じようなことが、先生方に対しても

言える。それがまた、先生方の資質向上や学校経営参画

意識の高揚の近道であると確信している。

特に校長の役割として、いかに学校を生き生きと活力

があり、魅力ある学校づくりを進めるかである。そのた

めには、校長の経営方針を明確に示し、家庭・地域など

外部の協力も得ながら、掲げた目標を教職員全員が共有

し、一体となって協働的に実現していくことである。そ

して、明るく・楽しく・動きのある学校を目指して、子

どもと教員が共に、元気のある学校を実現していきたい。
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地域と協力して育鵡
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越前町立萩野小学校長　水嶋　孝子

「ドンドドンドドン。」今も体育館から和太鼓の音が聞
こえてくる。丹生郡の音楽会に出るために、4－6年生

が地域の方の指導の下、太鼓の練習をしているのた。

萩野小学校は「忌部岩倉神の名古し」と校歌に歌われ

るように、織田の叙神社のもととなる座が岳（神社）の

麓にあり、越知山を望んでいる。またこの地は昔から太

鼓が盛んで、子どもたちも幼いときからその響きを耳に

してきた。

歴史と伝統があり、地域の方から「はぎののがっこ」

と大切に思われ、様々な面でサポートしてくださる学校

に赴任し、改めて責任の重さを感じる。

子どもたち67人は、朝玄関で目を見て元気よく挨拶

をする。登校後すぐに花壇の水やりや玄関掃除。集会や

業間では高学年が低学年の面倒を見る。裏の畑ではボラ
ンティア先生に野菜の植え方を熱心に教わっている。

こんなひたむきな子どもたちと保護者や地域の方の思

いを受け止め、一人一人のよさを認め、生き生きと過ご

せる学校を受け継がねばならない。そして目標に向かっ

て一生懸命取り組んだり、最後までやり抜けるたくまし

さを身に付けた歴史と文化の担い手を育てていく。地域

の一員として成長していくために、微力ではあるが、太

鼓のように心に響く教育を進めていきたい。

地域の発案を生かし協力を得る
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越前市岡本小学校長　真柄　二郎

「地域と進める体験推進事業」をアグレッシブに実行

するには最高の学校に赴任しました。それは思いもかけ

ず私の母校でした。本校は、越前和紙の里として自他共

に認める日本一の産地、越前市今立地区にあります。

新任の挨拶先での話。「毎年、和紙の神様の祭礼には、

たくさんの外国人が来ます。子どもたちに、和紙を、英

語で紹介する活動はできませんか。」口をついて出たの

は「面白いですね。できない理由はたくさんありますが、

考えてみましょう。」

きっそく学校で企画案を練り、教頭と教務に意見を聞
いたところ、返ってきた返事は合わせたように一緒でし

た。「これは面白いですね。わくわくします。」

企画案の柱は2つ。1つは、和紙の里を訪れる観光客

（含：外国人）に、子どもたちが和紙を紹介すること。

もう1つは、この活動を「子ども観光大使」に認定する

こと。次年度から先取りで始まる英語活動を生かし、自

主性・積極性の高まりも期待できます。

それからは職員会議で企画案を協議し、同時に市の教

育委員会へも協力を求めました。話はとんとん拍子に進

み、次年度から本格実施になりました。最初はこんなこ

とできますか？から始まった話ですが、地域の発案を生

かし、協力を得れば意外と進められるものです。

懐新しさの申幅
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敦賀市立中郷小学校長　林　克伸

懐かしい学校に24年ぶりに戻ってきた。新採用から

2校目、教員人生の中で一番大きな学びを経験した学校

である。初めて研究主任という大役を得、導入が始まっ

たばかりのコンピュータを使った教育（当時はCAIと

呼ばれていた）に四苦八苦しながら、視聴覚の研究大会

を開催した。校長室には、研究大会の準備で夜を明かし

た時に仮眠した、寝心地の良いソファーが今も残ってい

る。パソコン室には、その時作った教材も残っていた。

当時担任した児童の保護者が今は地域の区長さんなど

になっていたり、教え子本人が何人も在学児童の保護者

でいたりして、4月から5月にかけては「おかえり」「覚

えてますか」の声をたくさんかけていただいた。その時

も、研究大会のことが話題になった。あの時に私たちが

がんばったことは、その後の子どもたちの人生にも大き

く影響していることを知った。研究大会の手伝いをして

くださったPTAの方々の中にも良い思い出として残っ

ていることも分かった。子どもたちのためにと費やした

時間は、決して無駄にはならない。

今も昔も、学校は保護者や地域の方々に支えられてい
ることを改めて感じるとともに、この方々の願いに応え、

地域の未来を担う子どもたちを育てる学校でなければな

らないということを強く思った。

「チーム遠敷」で育てる
醒かな力と豊かな心
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小浜市立遠敷小学校長　山根　亮子

本校は、創立百十余年の歴史を誇る学校であるが、あ

と2年で閉校となり、4校を統合した「小浜美郷小学校」
へと生まれ変わる。2年後を見据え、「未来への扉を＼ひ

らく心豊かな遠敷の子」を教育目標に、人権教育を中核

に頭と心と体をバランスよく鍛え、生涯にわたって学ぶ

基盤となる力を育む教育活動に取り組んでいる。

保護者・地域の応援も熱く、「チーム遠敷」として力

強く学校を支えてくだきっている。学校近くの小山「は

たけじ」をはじめ地域全体を教室にした学習や鯖街道を

京都まで踏破する困難克服体験など、遠敷の子どもの元

気とパワーを生かすダイナミックな教育活動は、保護者・

地域との協働があってこそ実現できるものである。また、

昨年度から毎月交互に人権講演会、キャリア講演会を開

催してきた。身近な人々の地域に貢献しようとする姿、

夢や目標に向かって挑戦し努力する姿、精一杯自分の命

を輝かせて生きる姿などにふれることで、子どもたちが

自身の生き方を考え、学びへの意欲につながるようにし

ている。

遠敷の子どもたちが、夢と目標に向かって、人生をた

くましく切り拓いていく確かな力と豊かな心を育んでい

けるよう、閉校までの2年間、学校・保護者・地域と協

働する教育活動を一層前進させていきたい。

この度、多くの皆様のご協力のお陰をもちまして、「舎報」第105号を発行する運びとなりましたこと、心より感謝申し
上げます。昨年度より「舎報」を新しいスタイルに切り替え、年2回の発行といたしました。今年度も、昨年度からの流れを引き継ぎ創
意ある小学校教育を実践する校長の学校経営の推進に資するとともに、会員相互の意見交換等がますます盛んになっていくことを願い、さ
らなる紙面の充実を図ってまいりたいと思っております。今後ともご支援をよろしくお願いいたします。


